
Contents ● 薬剤疫学 vol.19  no.1  June 2014

薬
剤
疫
学

J
A

P
A

N
E

S
E

J
O

U
R

N
A

L
O

F
P

H
A

R
M

A
C

O
E

P
ID

E
M

IO
L
O

G
Y

vol. 19
no. 1

  J
une

2
0

1
4

日
本
薬
剤
疫
学
会

●

薬剤疫学
JAPANESE JOURNAL OF PHARMACOEPIDEMIOLOGY

volume 19

2014
June

日本薬剤疫学会 発行
Published by Japanese Society for Pharmacoepidemiology

平成21年12月11日  学術刊行物認可　　2014年6月30日発行 ISSN 1342-0445

no.1
●第20回日本薬剤疫学会学術総会のご案内

●原著
Assessment of Medical Information Databases to Estimate Patient Numbers

………………………………… Eiko SHIMIZU, et al. … 1

●企画／PMDAの自発報告データベースの新たな活用と今後の課題
序文：「PMDAの自発報告データベースの新たな活用と今後の課題」

の企画にあたって
…………………………………高橋　行雄 ………… 13

1．日本の公開医薬品副作用データベースの活用
…………………………………高橋　行雄 ………… 14

2．自殺または糖尿病関連副作用における各種インターフェロン製剤間の
発現時期プロファイルの比較

…………………………………山田　雅之ほか …… 23

3．重篤な薬疹を引き起こす薬剤に共通点はあるのか
…………………………………澤田　克彦ほか …… 31

4．重篤な薬疹を引き起こす薬剤相互作用の探索
…………………………………須々田　寛ほか …… 39

5．医薬品安全性監視の観点からJADERについて考える
…………………………………前田　　玲 ………… 51

●活動報告
「日本における適正な安全性監視計画作成のためのタスクフォース」報告書

よりよい医薬品安全性監視計画作成とチェックリスト
…………………日本薬剤疫学会・日本における適正な

安全性監視計画作成のためのタスクフォース……… 57

●日本薬剤疫学会  第19回学術総会記録
会長講演
薬剤疫学研究のトレンドの分析

…………………………………浜田知久馬 ………… 75


